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司
祭
　
山 

野 

繁 

子

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

「
ひ
が
し
の
そ
ら
は
　

あ
け
わ
た
り
」

　
約
30
年
前
に
諸
聖
徒
幼
稚
園
の
園
長
を
約

７
年
間
務
め
ら
れ
た
城
き
み
代
先
生
が
、
昨

年
秋
に
逝
去
さ
れ
た
。今
年
１
月
、当
時
の
職

員
や
保
護
者
が
集
ま
っ
て
、
逝
去
者
記
念
式

を
行
っ
た
際
、
故
人
愛
唱
聖
歌
と
し
て
選
ば

れ
た
の
が
、
古
今
聖
歌
集
１
７
４
番
だ
っ

た
。「
ひ
が
し
の
そ
ら
は

あ
け
わ
た
り
　
い
こ
い

の
よ
る
も
過
ぎ
ゆ
け
ば

　
わ
れ
起
き
い
で
て
　

こ
え
た
か
く
　
主
よ
み

ち
び
け
と
　
よ
ぼ
う
な

り
」と
い
う
一
節
で
始
ま

る
こ
の
聖
歌
は
、
今
も
多
く
の
方
の
心
で
歌

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
聖
歌
は
、毎
朝
、神
さ
ま
に
さ
さ
げ
る

小
さ
な
働
き
の
上
に
導
き
と
祝
福
を
祈
り
、

一
日
の
終
わ
り
に
は
す
べ
て
を
委
ね
て
、
感

謝
を
さ
さ
げ
る
と
い
う
、
そ
の
単
純
な
繰
り

返
し
の
祈
り
と
生
活
の
姿
勢
を
表
し
て
い

る
。
ど
ん
な
と
き
に
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
保
護
者
と
率
直
に
語
り
合
っ
て
生
き
る
教

育
者
と
し
て
の
あ
り
方
を
貫
か
れ
た
多
く
の
先
輩

方
を
偲
び
、今
も
教
育
現
場
に
あ
る
方
た
ち
を
思

い
な
が
ら
こ
の
歌
に
声
を
合
わ
せ
て
い
た
。

　
毎
朝
、幼
稚
園
の
門
で
子
ど
も
た
ち
や
お
母
さ

ん
た
ち
と
挨
拶
を
交
わ
す
時
間
を

過
ご
す
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
表

情
や
し
ぐ
さ
の
中
に
、
そ
の
日
の

思
い
や
様
子
が
そ
れ
と
な
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
意
気
揚
々
と
駆
け

込
む
子
ど
も
、
そ
っ
と
お
友
達
と

手
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
、
そ
ん
な
姿

を
見
な
が
ら
、
そ
の
日
の
幼
稚
園
礼
拝
で
、
ど
ん

な
風
に
聖
書
の
お
話
を
し
よ
う
か
と
、
思
い
を

め
ぐ
ら
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
限
ら
れ
た

五
、
六
分
の
間
に
子
ど
も
た
ち
と
自
然
な
対
話

を
交
わ
し
な
が
ら
、
神
さ
ま
の
こ
と
を
何
か
一

つ
だ
け
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
願
う
。

         

（
東
京
諸
聖
徒
教
会
牧
師
）
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　７（日）聖霊降臨後第１７主日

主教巡回

　立教諸聖徒礼拝堂

１１（木）山手Ｇ牧師協議会

　　　　　 　（聖三一）

月島聖公会～特別委員会

１２（金）外濠Ｇ牧師協議会

　　　　　　　（諸聖徒）

エ教区協働委員会

教役者待遇調査委員会

１４（日）聖霊降臨後第１８主日

主教巡回　

　葛飾茨十字教会

１６（火）小平墓地委員会

正義と平和協議会

　　　　　　運営委員会

１７（水）教役者レクイエム

　　　　　　　（主教座）

礼拝音楽委員会

ＩＴ活用～特別委員会

１８（木）財政委員会

１９（金）城南Ｇ牧師協議会（三光）

広報委員会

◇
９
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
わ
か
ち
あ
い
募
金
の
た
め
▽
山
谷

兄
弟
の
家
伝
道
所
ま
り
や
食
堂
の
働

き
の
た
め
▽
タ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

及
び
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
者
支
援
の
た
め

▽
心
臓
病
児
保
育
活
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
わ
か
ち
あ
い
募
金

　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
国
際
わ
か
ち
あ
い
委
員
会

は
、
毎
年
１
回
Ｎ
Ｃ
Ｃ
加
盟
教
団
・

団
体
の
所
属
教
会
・
団
体
・
個
人
に

呼
び
か
け
て
「
わ
か
ち
あ
い
募
金
」

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。「
わ
か
ち

あ
い
募
金
」
は
、
主
に
３
つ
の
分
野

の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
に
、
忘
れ
ら

れ
た
紛
争
・
災
害
に
お
け
る
支
援
活

動
の
た
め
。
第
２
に
、
ア
ジ
ア
の
教

会
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
働
き
の
推

進
の
た
め
。そ
し
て
第
３
に
、国
内
で

の
ア
ジ
ア
を
担
う
働
き
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
で
す
。
そ
の
他
国
際
的
な

緊
急
災
害
支
援
募
金
も
、
広
い
意
味

で
わ
か
ち
あ
い
募
金
の
範
疇
に
入
り

ま
す
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
で
は
こ
の
募
金
を
通

し
て
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
教
会
と
共

に
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

７
月
24
日
　
細
井
三
保
子
　（
91
）
　

　
小
金
井

７
月
25
日
　
西
村
　
隆
史
　（
68
）
　

三
光

７
月
26
日
　
賀
集
　
　
唱
　（
83
）
　

　
目
白

◇
秋
の
バ
ザ
ー
情
報
１
　
神
愛
＝

９
月
７
日
（
日
）
11
時
～
13
時

今週・来週 の 予 定

９月７日～９月２０日

(

総
幹
事
代
行
事
務
取
扱 

大
津
健
一
）

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
人
事
（
９
月
１
日
付
）

司
祭
　
関
　
正
勝
　
　
目
白
聖
公
会

　
協
力
司
祭
勤
務
命
令

司
祭
　
広
澤
敏
明
　
　
練
馬
聖
ガ
ブ

　
リ
エ
ル
教
会
牧
師
解
任
（
８
月
31

　
日
付
）、主
教
座
聖
堂
付
及
び
同
教

　
会
協
力
司
祭
勤
務
命
令

司
祭
　
高
橋
　
顕
　
　
練
馬
聖
ガ
ブ

　
リ
エ
ル
教
会
管
理
牧
師
任
命

司
祭
　
中
川
英
樹
　
　
三
光
教
会
副

　
牧
師
任
命

聖
職
候
補
生
　
下
条
知
加
子
　
　
分

　
餐
奉
仕
許
可
（
８
月
14
日
付
）

　
▽
聖
公
会
神
学
院
「
体
験
入
学
」

施
設
・
教
育
活
動
・
学
生
生
活
を
垣
間

見
つ
つ
信
徒
と
し
て
の
学
び
や
召
命
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
。
10
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）、

費
用
１
万
２
千
円
（
食
費
・
宿
泊
代
／

通
学
可
）。
宿
泊
は
定
員
制
。
２
日
目

の
一
日
参
加
可（
９
時
～
夕
食
・
６
千

円
）。
申
込
（
９
月
19
日
締
め
）
・
照

会
℡
03
（
３
７
０
１
）
０
５
７
５
。

　
▽
Ｂ
Ｓ
Ａ（
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ

同
胞
会
）
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
　
キ
リ

シ
タ
ン
の
受
難
と
殉
教
を
学
ぶ
講
演

（
講
師
＝
国
見
登
）と
見
学（
箱
根
湯

元
早
雲
寺
切
支
丹
碑
）を
中
心
と
し

た
１
泊
２
日
。９
月
15
日
（
月
・
休
）

11
時
小
田
原
聖
十
字
教
会
集
合(

昼

の
祈
り)

～
箱
根
塔
ノ
沢
福
住
楼
～

16
日(
火)

正
午
解
散
。
詳
細
・
申
込

は
教
区
会
館
内
Ｂ
Ｓ
Ａ
宛
に
、電
話

03
（
３
４
３
６
）
４
３
２
５
。

　
▽
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
オ
ル
ガ
ン

リ
サ
イ
タ
ル
　
９
月
14
日
（
日
）
15

時
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
ド
ゥ
レ
ス
ク

「
バ
ッ
ハ
『
18
コ
ラ
ー
ル
集
』
全
曲
演

奏
会
」
。
入
場
料
３
千
円
（
全
席
自

由
）。な
お
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
13
日

（
土
）
・
15
日
（
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
10

時
～
17
時
開
講
。
予
約
・
照
会
＝
03

（
３
２
５
１
）
４
９
８
１
。

　
▽
９
月
銀
座
朝
祷
会
　
９
日

（
火
）
７
時
半
。
30
日
（
火
）
７
時
半

＝
お
話
・
石
坂
み
ゑ
子
司
祭
。会
場
等

の
照
会
は
℡
０
４
２（
７
９
６
）１
４

９
８
＝
世
話
人
宛
。

　
▽
９
月
西
新
の
会
　
９
日（
火
）19

時
半
聖
餐
式
＝
河
野
裕
道
司
祭
担

当
。
23
日
（
休
）
は
休
会
。
会
場
等

の
照
会
は
目
白
聖
公
会
宛
、℡
03（
３

９
５
１
）
５
０
１
０
。

　
▽
９
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
聖
パ
ウ
ロ
＝
12
日

（
金
）
12
時
20
分
、
飯
沼
彩
。
聖
テ
モ

テ
＝
16
日
（
火
）
12
時
30
分
、
細
川

久
恵
。神
田
キ
リ
ス
ト
＝
17
日（
水
）

12
時
20
分
、
小
川
有
紀
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
83

ラ
ン
ベ
ス 

青
年
ア
ピ
ー
ル
体
験

　
こ
の
夏
ラ
ン
ベ
ス
会
議
に
お
い
て

I
nt
er
na
ti
o
na
l An

gl
i
ca
n Yo

ut
h

N
e
t
w
o
r
k

（
通
称I

A
Y
N

）
が
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
私
も
昨
年
す
こ

し
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
か

ら
７
月
18
～
27
日
の
９
日
間
、
お
手

伝
い
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
各
国
の
青
年
活
動
や
情
報

の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
シ
ェ
ア
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ま
ず
そ
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的

に
は
会
議
開
催
中
に
、
会
場
に
ブ
ー

ス
を
設
け
、IAY

N

の
活
動
内
容
を
記

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と

同
時
に
、
主
教
さ
ん
た
ち
が
選
ん
で

参
加
す
るs

el
f 
s
el
ec
t
 
s
e
mi
na
r

の
一
つ
を
開
催
し
、
青
年
活
動
に
関

す
る
シ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
主
教

さ
ん
た
ち
の
通
り
道
に
ブ
ー
ス
を
構

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
毎
日
た

く
さ
ん
の
主
教
さ
ん
た
ち
と
挨
拶
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に

は
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
関
心
を
持
っ
て
色
々
聞
い
て

く
だ
さ
る
方
も
大
勢
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
私
も
日
本
の
文

脈
か
ら
、
日
本
で
は
青
年
も
大
人
も

み
ん
な
他
の
こ
と
で
「
忙
し
い
」
た

め
に
、
教
会
に
お
い
て
青
年
活
動
や

そ
れ
に
関
す
る
議
題
は
優
先
順
位
を

高
く
持
た
れ
に
く
い
と
い
う
発
題
を

し
ま
し
た
。
各
国
か
ら
５
人
ほ
ど
の

主
教
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
の
方
々
も
、
次
世

代
を
担
う
だ
け
で
な
く
、
今
現
在
、

教
会
に
存
在
す
る
青
年
た
ち
の
重
要

性
を
認
識
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
お

互
い
に
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
こ
と
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
私
自
身

も
忙
し
い
な
か
時
間
を
割
い
て
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
来
ら
れ
、
ブ
ー
ス
で
声

を
か
け
、「
関
心
」
を
持
っ
て
接
し
て

く
だ
さ
る
主
教
さ
ん
た
ち
か
ら
多
く

の
励
ま
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
青
年
活
動
の
活
性
化
に
必
要
な

の
は
、ま
ず
は
こ
の
よ
う
に「
関
心
」

を
示
す
こ
と
か
ら
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
主
教
さ

ん
方
と
違
い
を
超
え
て
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
対
話
す
る
あ
り
方
か
ら
、

教
会
の
根
本
的
な
姿
勢
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
青
年
担
当

中 

村 

真 

希


